
の
諸
士
…
覇
力
…
以
て
そ
の
潰
晶
糊
の
枷
編
纂
に
．
脚
則
リ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
更
簿
設
説
、

世
界
吏
論
講
の
二
面
ば
既
に
世
に
串
で
我
學
界
に
大
な
る
貢
献
存
な
す
所

あ
ろ
に
人
の
却
る
班
で
あ
る
。
今
や
本
書
上
梓
さ
る
」
に
及
び
下
士
の
名

聾
な
し
て
盆
々
晦
か
ら
し
め
る
も
の
と
言
ふ
べ
甚
で
あ
る
。

　
本
書
に
博
士
が
生
前
京
都
帝
工
大
學
章
動
部
三
期
科
に
於
て
四
年
問
に

亘
っ
て
蓮
綾
講
ぜ
ら
れ
し
所
の
も
の
・
編
纂
さ
れ
し
も
の
、
講
ぜ
ら
れ
し

に
四
年
間
と
匡
云
へ
、
完
く
博
士
生
涯
の
研
銚
、
思
索
の
結
晶
な
り
と
言

っ
て
も
誤
少
き
推
察
と
信
ず
る
。
煮
凝
に
重
て
、
署
活
に
、
勿
論
そ
の
タ

イ
ト
ル
藏
ら
輪
軸
如
く
、
据
置
に
於
け
る
歴
史
哲
攣
の
理
論
的
展
開
為
試

み
た
る
に
言
ふ
迄
も
な
い
、
全
量
四
篇
申
の
第
一
傭
即
ち
ヘ
ル
デ
ツ
、
カ

ン
ト
、
ブ
イ
ヒ
テ
及
び
へ
ー
ゲ
出
定
の
歴
史
哲
畢
を
謝
象
と
ぜ
ろ
膀
に
特

に
そ
の
感
を
深
く
ぜ
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
併
し
、
纂
i
プ
ー
ル
、
ラ
ン

ケ
な
坂
扱
へ
ろ
第
二
篇
、
ド
ロ
イ
セ
ン
、
ジ
イ
ベ
ル
な
襯
職
み
乳
る
第
”
三
篇

ト
ラ
イ
チ
ケ
、
屯
ム
セ
ン
為
研
究
ゼ
る
轄
雄
四
篇
雛
V
に
於
て
に
、
各
歴
吏
家

の
更
學
珊
論
を
究
閉
講
る
に
勿
論
な
れ
ど
、
そ
こ
に
て
機
、
碧
者
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

欝
象
は
翠
に
史
學
理
論
の
み
で
は
な
く
し
て
、
卸
て
其
れ
等
の
歴
吏
家
の

全
人
格
で
あ
る
と
思
に
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
㌧
に
、
第
二
篇
以
下
に
於

て
、
第
㎜
篇
に
於
け
る
理
論
的
開
展
形
式
と
ほ
異
な
つ
六
、
ぜ
ナ
グ
ラ
フ

ィ
ソ
シ
ュ
な
形
式
の
見
・
疹
、
れ
る
㎜
川
以
が
訟
下
す
う
と
考
へ
ろ
O
著
者
に
h
於
て

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

に
、
歴
更
現
論
存
知
る
と
典
に
、
否
そ
れ
以
上
に
、
歴
更
家
た
知
る
こ
と

が
よ
り
踊
心
事
で
に
な
か
つ
象
か
。
本
書
な
辛
く
者
も
亦
こ
の
意
昧
に
於

て
工
ま
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
Q
一
学
級
思
懸
す
ら
敢
て
ぜ
ざ
る
紹
介

者
の
馳
駅
理
解
の
上
の
こ
れ
等
の
雷
、
或
ば
著
看
の
意
に
合
ぜ
ざ
ろ
班
あ

紹

介

ら
ん
こ
と
な
恐
ろ
。
と
ま
れ
顛
落
そ
の
顛
少
告
名
瀬
象
る
に
言
な
倹
表
ざ

ろ
班
、
讃
者
の
画
讃
翫
流
し
て
反
省
の
一
劫
と
し
、
雛
験
内
容
の
櫓
大
の

資
と
さ
れ
ん
こ
と
な
望
む
〔
菊
版
薫
五
六
頁
、
岩
波
書
店
塑
行
、
定
慣
金

塗
圓
五
壇
銭
〕
（
弾
上
）

盤
満
蒙
曝
露
清
内
府
一
統
輿
地
秘
剛

　
　
　
　
　
　
奉
果
故
宮
所
藏
砂
圃
四
十
一
張
影
印
、
四
拾
玉
圓

虚
無
隆
十
三
排
銅
版
中
闘
圃

　
　
　
　
　
　
北
學
故
営
博
物
館
所
藏
鋤
醗
百
四
張
玉
版
宣
紙
影

　
　
　
　
　
　
印
、
百
五
捨
園

　
最
近
の
糞
文
堂
の
燈
府
に
右
の
二
つ
、
何
れ
も
故
宮
所
藏
の
一
統
輿
地

秘
義
の
影
印
本
が
禺
版
さ
れ
穴
こ
と
存
報
告
し
表
、
こ
の
爾
圃
に
實
に
支

那
の
地
圃
と
し
て
今
鷲
ま
で
に
鶴
來
れ
も
の
㌧
最
優
秀
な
も
の
で
、
胡
文

忠
の
大
通
一
統
．
輿
圃
に
實
に
こ
れ
ら
の
秘
醐
た
原
本
と
し
て
撫
來
六
も
の

で
あ
る
、
こ
の
種
の
輿
圃
が
北
京
叉
に
爾
天
の
営
城
に
あ
る
こ
と
ば
除
程

早
く
知
ら
れ
、
狩
野
，
小
川
爾
先
止
ぱ
之
た
露
頭
年
間
に
彼
土
で
見
ら
れ
．

六
、
筆
看
が
大
正
十
三
年
九
月
北
京
に
遊
ん
だ
と
き
、
濃
州
教
授
ほ
是
非

こ
れ
為
さ
が
し
て
こ
い
と
命
ぜ
ら
れ
れ
が
、
北
京
の
圓
害
館
、
歴
史
博
物

面識

｢
つ
れ
「
な
拙
訪
れ
て
・
も
い
つ
・
も
価
州
し
と
考
へ
油
ワ
れ
カ
、
そ
こ
で
松
濾
蕪
三

鄭
零
に
ゆ
っ
く
り
さ
が
し
て
貰
ふ
こ
と
建
碑
し
て
館
朝
し
乗
が
、
果
し
て

そ
れ
が
奉
天
に
も
あ
れ
ば
、
北
亭
の
敏
宮
に
も
め
つ
象
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
滞
洲
の
金
銀
氏
が
ま
つ
前
潜
為
欝
版
し
六
、
不
幸
に
し
て
こ
の
方
ほ
濾

洲
文
字
で
記
さ
れ
て
み
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
且
つ
放
数
が
少
い
、
班
が
後

舞
十
当
巷
　
第
三
競
　
　
四
九
七
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1．n
肋」

介

に
北
亭
の
減
磁
博
物
館
か
ら
撫
版
さ
れ
穴
方
ば
紙
鍛
に
二
欝
以
上
で
、
査

部
漢
字
で
潜
入
さ
れ
て
る
ろ
の
で
、
讃
み
易
く
も
ナ
‘
9
り
乾
隆
の
御
題
ま
で

の
っ
て
み
る
か
ら
恐
ら
く
こ
の
後
の
方
が
一
般
の
需
要
為
呼
ぷ
こ
と
で
あ

ら
・
り
と
考
へ
ろ
、
し
か
し
よ
く
n
兄
ろ
と
こ
の
顧
…
瓢
側
に
並
ハ
に
乾
際
一
帝
が
F
、
斑
…

熈
帝
の
作
ら
し
ぬ
内
府
一
統
囲
奄
櫓
補
し
六
も
の
で
、
そ
の
岡
の
大
さ
と

い
ひ
、
プ
筒
セ
ク
シ
爺
ン
と
い
ひ
寸
分
の
差
が
な
い
Q
し
か
し
繭
者
の
問

に
少
差
が
あ
っ
て
そ
の
製
作
に
前
後
あ
る
こ
と
今
後
蓮
で
る
懸
り
で
あ
ろ

こ
の
圃
の
群
群
に
等
し
金
梁
氏
曰
く

　
内
府
一
統
輿
圃
嚢
傳
二
本
、
一
慶
熈
年
裟
、
　
一
蛇
隆
年
製
、
鋤
胡
文
忠

　
大
臣
一
統
鋼
四
白
禺
、
海
内
外
親
岡
薫
貸
、
銅
版
久
墾
、
求
者
難
千
金

　
不
易
得
也
、
是
圃
浦
藻
合
壁
銅
湖
簗
精
、
内
地
各
省
均
波
漢
丈
、
而
蓬

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
境
置
注
瀧
交
、
版
図
盛
京
大
内
、
其
癖
秘
可
知
、
自
漿
乾
至
今
從
未
見
、

　
府
．
黒
本
郡
墨
譜
羅
所
記
西
北
秘
圃
似
郎
指
此
、
然
此
實
｝
統
全
岡
、
東

　
酉
包
皐
、
識
幽
霊
蓬
境
、
特
電
地
滞
名
注
列
濁
詳
尤
胃
費
Q
到
今
就
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
宮
畜
生
備
酵
物
忌
、
絵
…
右
脚
謄
躍
井
印
層
流
穣
…
り
孜
輿
地
潜
、
得
庇
人
問
未

　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
見
之
本
、
足
得
膜
乾
二
圃
井
重
弼
車
田
且
織
其
上
奥

と
、
い
か
に
も
入
開
未
見
の
地
岡
で
あ
る
、
恐
ら
く
興
隆
帝
が
岡
し
て
之

な
盛
京
に
罷
か
れ
穴
も
の
で
あ
ら
う
、
阿
畦
に
全
都
漢
享
で
地
名
羅
し
ろ

し
た
一
本
な
臭
墨
宮
城
に
も
作
り
藏
し
染
と
見
え
N
、
こ
の
後
饗
が
細
思

さ
れ
れ
Q
こ
の
轟
々
ば
乾
曲
調
の
軍
籍
鳩
が
あ
っ
て
岡
の
來
歴
奄
の
べ
て
あ
る
、

大
児
融
た
の
べ
る
と
、
蹴
ハ
地
旧
闘
ほ
臨
恥
罵
…
年
閲
『
軍
職
が
入
に
へ
W
じ
て
作
・
り
し

め
出
走
と
し
六
、
乾
隆
の
世
に
な
っ
て
周
二
十
年
乙
亥
準
購
欝
（
天
山
北

路
）
以
酉
諸
郡
な
挙
期
し
、
酒
城
こ
と
ノ
v
く
版
章
に
入
つ
「
穴
、
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
四
九
入

、
、
、
　
　
　
　
、
、
、
り
、

何
業
高
等
に
命
じ
西
洋
人
存
準
ひ
西
牝
瞬
路
か
ち
分
証
し
、
各
聯
拓
克
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

歪
弓
、
測
激
根
簾
、
占
鹸
馬
蝉
、
詳
註
脚
仁
山
川
瞼
易
難
路
蓮
泄
、
総
睡

さ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

一
・
獅
驚
旧
掴
し
」
あ
’
ろ
、
郭
脇
心
隔
騰
落
「
十
夏
山
ハ
一
月
（
「
七
五
六
）
に
．
一
平
地
閤
讐
か
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

來
六
〇
や
が
て
阿
二
十
悶
年
繭
翻
悉
く
版
籍
な
入
れ
穴
、
そ
こ
で
明
安
國

等
に
命
じ
て
そ
の
部
分
為
欝
補
し
、
そ
れ
が
庚
辰
秋
八
月
に
萬
來
て
、
さ

・
さ
の
闊
凹
に
加
…
へ
気
ハ
、
こ
の
｛
華
・
も
み
槻
の
御
㍊
題
の
次
に
再
撫
聡
さ
｝
れ
て
、
潔
…
灘
爾
…

方
の
交
字
で
翻
さ
れ
て
み
る
。
か
く
て
こ
の
北
単
の
醐
ば
乾
隆
庚
辰
（
｝

七
山
ハ
○
年
）
に
る
八
域
し
ナ
ρ
O
こ
の
事
津
μ
大
脳
佃
一
統
’
輿
M
圓
の
序
に
■
も
繊
て
る

る
、
そ
の
最
初
康
瀧
“
帝
・
の
睡
に
綴
來
糞
地
囲
に
つ
い
て
は
、
濱
田
斡
之
助

氏
の
「
風
入
の
支
那
研
究
」
に
紹
介
さ
れ
た
蓮
り
、
営
蒔
支
那
に
來
て
る
糞

宣
敦
師
の
手
に
よ
つ
六
も
の
で
需
思
孝
ズ
£
…
凱
の
勢
力
最
も
蕃
し
か
つ
六

千
七
百
入
年
七
月
四
潟
撰
熈
帝
の
命
な
う
け
H
容
瞭
ρ
鴨
幾
ε
舞
”
尉
9
髪
9

の
三
人
が
萬
羅
長
城
為
映
絵
し
糞
の
が
最
初
で
翌
年
》
。
臨
潮
卸
葺
。
霧
Ψ

爆
覧
鼠
。
】
需
の
三
教
父
ほ
遼
東
方
磁
為
湖
量
、
越
年
冬
置
隷
逆
な
測
宛
し
、

翌
年
六
月
に
終
了
、
つ
い
で
黒
龍
江
方
磁
に
及
び
千
七
百
十
一
年
”
o
甑
y

ρ
μ
三
〇
ざ
の
二
入
が
山
野
、
翌
年
δ
p
巳
窪
P
雌
三
き
二
人
俵
山
西
、
挾

酉
、
江
西
、
廣
束
、
聖
壇
に
及
び
O
⑦
ジ
飯
田
p
”
買
。
戸
×
ざ
H
の
二
人
に
河

爾
、
江
南
、
断
江
、
輻
建
寸
分
推
し
ξ
贋
言
ば
雲
南
に
入
り
団
碁
（
銘
『

の
〆
助
馬
刀
を
得
ゴ
、
翫
巨
峯
、
…
瑚
醗
厨
存
湘
…
諭
脚
し
、
里
丁
七
智
君
臨
i
山
中
年
、
　
・
、
れ
｝
り
の
数

父
口
北
京
に
集
合
し
各
省
秘
露
と
支
那
隷
圃
秘
奉
っ
た
、
こ
れ
實
に
支
那

で
ほ
じ
め
て
天
交
庵
測
歯
し
、
プ
欝
セ
ク
ツ
ヨ
ン
の
考
で
與
地
岡
潜
作
つ

力
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
。
こ
れ
ら
の
載
父
に
つ
い
て
に
ヂ
ュ
ア
ル
ド
一
七

三
薫
年
の
支
那
誌
に
詳
．
蓮
さ
れ
て
る
う
が
、
そ
れ
と
同
蒔
に
ダ
ン
ヴ
ィ
期
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に
、
附
圓
の
躍
版
心
ひ
き
づ
け
カ
が
、
や
が
て
一
七
三
七
年
に
和
薦
の
ミ

ュ
ー
ル
レ
エ
ツ
か
ら
「
支
那
新
圖
し
と
い
ふ
名
で
地
墨
の
み
が
軍
行
本
と
な

　
つ
て
世
に
倒
穴
、
そ
の
内
容
口
石
田
幹
之
助
氏
の
「
二
人
の
支
那
研
究
し
に

詳
蓮
さ
れ
る
通
で
、
翫
敏
麟
等
の
實
測
圃
た
、
巴
里
に
逡
つ
禿
に
よ
っ
て

署
作
さ
れ
象
も
の
で
あ
る
。
菰
原
圃
に
、
今
も
佛
囲
外
務
省
古
丈
書
館
に

㎝職

ｳ
れ
て
る
ろ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
今
こ
」
に
新
に
撫
版
さ
れ
糞
故
宮
班
蕪
の
繭
踊
に
賞
に
右
の
宣
教
師
の

奉
つ
穴
旋
熈
年
製
の
内
鍵
…
君
寵
に
更
に
乾
隆
の
藤
代
に
爾
子
に
補
劾
し

庚
辰
に
更
に
補
灘
し
穴
も
の
、
跡
な
窺
ふ
に
足
ろ
も
の
で
、
ダ
ン
ヅ
ィ
沙

の
圓
よ
り
も
、
そ
の
衷
綴
齎
積
ほ
ひ
ろ
く
な
っ
て
み
ろ
。
懸
軍
な
こ
と
匡

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

盛
京
故
宮
の
原
本
匡
乾
隆
丙
子
の
作
で
あ
り
、
北
砂
故
宮
の
原
本
に
乾
隆

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

庚
辰
の
作
で
め
う
と
い
ふ
こ
と
で
、
雨
圓
の
間
に
若
干
の
差
の
あ
ろ
こ
と

で
あ
る
。
即
一
方
ぱ
支
那
岡
と
し
て
も
四
十
一
張
し
か
な
い
し
、
一
方
の

9
北
峯
の
方
に
百
四
張
に
も
亡
し
て
る
る
こ
と
に
よ
つ
、
て
も
腿
で
あ
る
が
、

盛
京
故
宮
熟
畑
本
の
方
ぱ
、
酉
三
十
九
度
特
穆
爾
飼
涼
爾
即
今
の
イ
シ
ハ

ル
に
癒
し
天
山
北
路
（
準
唱
爾
）
な
塊
岡
に
し
て
ゐ
う
が
、
天
由
南
路
に
全

く
プ
ラ
ン
〃
で
あ
》
る
Q
し
か
ろ
に
北
挙
故
宮
の
地
闇
嗣
に
西
ば
天
肉
巾
粥
路
郎

圓
部
為
圃
に
し
象
の
み
で
な
く
、
西
五
十
一
度
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
ま
で
な

も
寄
し
て
み
る
。
然
る
に
前
者
艮
さ
う
し
・
匹
部
分
が
怪
く
濾
紙
で
あ
ろ
こ

と
に
よ
っ
て
、
何
二
言
の
時
の
作
で
あ
る
こ
と
存
著
し
、
周
噂
に
後
者
が

明
安
圓
の
噂
の
地
醐
で
あ
る
こ
と
な
つ
げ
る
か
ら
で
あ
ろ
O

　
盛
京
故
宮
圓
巨
四
十
一
枚
（
五
十
三
糎
×
七
十
七
糎
）
の
模
造
紙
で
み
り

北
挙
故
宮
闘
獄
μ
百
四
一
枚
（
四
十
山
ハ
…
糎
四
×
山
一
十
・
透
一
纏
閃
門
）
の
自
一
紙
一
ぐ
ぬ
八
・
小
の

尋77
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介

差
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ば
紙
の
裁
方
で
丙
部
の
プ
ロ
セ
ク
シ
ョ
ン
に

殆
ど
同
大
で
、
一
緯
度
八
二
に
ち
か
い
ご
と
に
小
雛
共
に
ひ
と
し
い
。

　
大
壷
…
…
単
層
ば
す
べ
て
隔
母
方
二
颪
里
の
経
鵬
縄
の
外
q
に
斜
の
鮮
｝
紋
…
た
び
く

が
、
本
圃
ぼ
さ
う
し
索
方
絡
圃
で
に
な
く
、
梯
形
プ
ロ
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
今
北
難
燃
宮
岡
の
示
す
膀
な
み
う
と
、
北
京
を
申
度
と
し
東
三
＋
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

凌
、
西
入
十
二
撲
に
蓬
し
、
南
ほ
北
緯
十
入
度
か
ら
北
に
八
十
度
に
葦
る

も
の
で
、
緯
線
…
燦
ば
全
部
凡
入
獄
粍
の
聞
隙
の
あ
る
並
行
糠
、
経
灘
一

度
の
幅
に
北
緯
聴
入
度
で
、
凡
七
十
ヨ
粍
。
北
緯
入
十
渡
で
十
二
粍
の
狭

さ
に
縮
め
て
あ
っ
て
字
溝
酸
線
で
あ
る
。
か
う
し
た
圖
法
で
に
中
燦
か
ら

左
右
に
離
れ
る
程
歪
み
が
つ
よ
く
な
る
。
し
か
し
支
那
本
部
附
近
北
緯
四

し
T
五
度
か
ら
牝
工
T
入
度
、
富
小
山
ハ
度
の
山
宿
小
海
魚
市
か
・
b
田
回
二
十
壌
の
黄
河
々

源
地
域
ま
で
の
聞
匡
や
、
正
し
い
地
形
に
な
り
う
ろ
の
で
あ
る
。
從
っ
て

、
北
學
故
宮
所
轄
圓
の
如
く
牝
緯
五
十
度
以
北
の
部
分
、
東
維
十
度
以
東
の

部
分
、
酉
域
二
十
度
以
西
の
郡
分
に
至
っ
て
ば
全
く
歪
み
が
き
つ
い
。
之

た
盛
曝
露
宮
岡
の
如
く
牝
七
五
＋
五
度
以
南
、
西
経
三
十
九
度
附
近
に
と

穿
め
、
転
部
な
に
じ
め
不
明
の
地
に
プ
ラ
ン
ク
に
し
六
⊥
万
が
、
却
っ
て
信
…

屠
さ
れ
る
度
が
清
い
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　
盛
暴
威
版
に
海
岸
や
湖
水
に
陰
影
が
あ
り
、
両
肱
の
ご
と
き
克
明
に
そ

の
豚
絡
な
し
る
し
、
水
系
も
細
く
、
且
地
名
に
つ
い
て
は
重
事
○
印
⑳
黙

等
筍
も
し
て
な
い
と
い
ふ
勝
色
が
あ
っ
て
、
蝕
程
酉
津
地
綱
學
者
の
技
巧

を
示
す
と
い
へ
る
。

　
之
に
反
し
て
北
下
養
鯉
予
感
乾
隆
庚
辰
以
後
の
作
で
あ
っ
糞
と
見
え
、

盛
山
尽
…
醐
版
リ
プ
ラ
ン
〃
を
す
べ
て
明
に
し
た
特
色
が
あ
〉
う
け
れ
「
ど
も
、
例
…

第
十
七
巷
　
算
三
號
　
　
四
九
九
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介

令
ば
湖
衛
…
城
歩
詰
南
の
蕾
、
又
に
貴
甥
烏
下
男
の
覆
勉
の
ご
と
く
、
其
地
観

の
不
明
な
と
こ
ろ
に
、
明
に
臨
界
た
し
る
し
て
プ
ラ
ン
〃
に
し
六
贋
為
、

こ
れ
に
又
あ
ま
け
地
名
も
地
形
も
墾
化
ゼ
す
、
そ
の
ま
」
に
境
な
取
り
去

っ
て
胡
蘇
化
し
六
り
、
翫
江
、
江
蘇
の
閾
幅
に
経
て
も
、
盛
京
故
宮
本
に
水

系
が
尋
常
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
牝
京
故
宮
本
に
明
代
の
地
圃
の
跡
に
從
っ

て
太
い
水
系
な
入
れ
て
支
那
化
し
て
ゐ
う
と
い
ふ
鋏
黙
が
あ
ろ
。
よ
く
見

る
と
㈱
黙
や
○
黙
の
あ
る
地
黙
た
略
し
、
地
名
の
み
為
列
記
し
て
み
る
Q

蓋
し
之
為
盛
京
版
に
比
較
す
れ
ば
髄
に
一
歩
退
歩
の
跡
が
舅
か
で
あ
る
。

大
回
支
那
の
地
圓
に
い
つ
で
も
初
獲
が
よ
い
。
質
耽
、
朱
思
本
す
べ
て
ひ

と
し
い
O
こ
の
方
も
礒
煕
濁
が
よ
く
つ
ぎ
に
乾
二
三
子
圓
が
よ
い
O
し
か

し
乾
鼻
翼
辰
間
、
即
北
挙
故
宮
間
に
至
っ
て
や
㌧
見
劣
り
が
す
ろ
O
そ
の

後
の
土
山
叉
忠
の
大
愚
…
一
絃
㌫
關
に
よ
う
と
更
に
プ
ロ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
上
に

見
劣
リ
が
生
じ
、
地
名
も
粗
末
に
な
る
。
こ
れ
に
丈
那
學
看
の
敏
黙
で
あ

る
が
、
さ
・
つ
し
容
こ
と
為
知
る
六
め
に
、
こ
の
同
じ
畔
代
の
爾
圃
が
禺
力

串
こ
と
に
喜
ば
し
い
、
不
幸
に
し
て
よ
り
良
き
盛
京
故
宮
圃
ば
、
償
格
ば
安

い
。
し
か
し
溝
重
字
が
多
い
か
ら
痛
み
に
く
い
鋏
勲
が
あ
ろ
。
け
れ
ど
も
之

．
を
大
晦
｝
統
劉
又
に
北
畢
故
宮
既
藏
本
に
比
較
し
て
見
れ
ば
大
方
に
誠
め

る
Q
但
し
大
鰐
｝
統
醐
ぱ
後
年
の
作
で
あ
ろ
か
ら
地
名
に
映
黙
が
多
い
。

從
っ
て
乾
隆
十
三
排
一
統
鰯
ば
廃
右
に
羅
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
十
三
排

と
に
一
枚
の
大
毒
な
十
三
段
に
横
に
き
つ
六
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
い
つ
れ
に
し
て
も
支
那
で
西
洋
流
に
測
量
た
し
た
ま
と
ま
つ
索
地
圏
に

乾
隆
以
後
今
日
に
至
っ
て
ま
だ
葎
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
か
ら
、
支
那
學
の

上
に
本
瑚
の
須
要
な
ろ
ば
言
為
四
六
な
い
の
で
あ
ろ
。

第
幸
七
懇
　
第
三
號
　
　
五
〇
〇

　
序
に
云
ふ
が
こ
の
購
悶
鼻
に
混
同
江
（
黒
龍
江
）
の
江
口
に
威
額
島
郎
塩
樺

太
島
為
し
る
し
て
み
ろ
の
で
、
縷
太
の
島
の
嚢
見
に
問
宮
林
藏
以
蒲
に
あ

る
と
い
ふ
人
も
あ
ろ
。
し
か
し
こ
の
爾
岡
の
樺
太
に
、
蠕
麟
飛
な
な
し
て

る
て
、
問
宮
林
藏
が
軽
し
☆
構
太
程
に
正
し
く
認
さ
れ
て
る
な
い
の
み
で

な
く
、
蝦
夷
も
a
本
も
な
い
。
朝
鮮
の
形
も
歪
ん
で
み
る
の
で
あ
る
か
ら

こ
の
闘
に
よ
っ
て
聞
密
林
藏
の
探
検
の
功
為
汲
却
す
ろ
こ
と
ほ
田
來
ぬ
。

こ
の
こ
と
に
小
川
㎝
数
授
が
㎜
脚
治
購
十
二
年
入
湾
の
重
恩
塑
雑
弛
鱒
に
蓮
べ
ら
、
れ

糞
題
り
で
あ
る
。
（
藤
田
元
春
）

⑳
ど
気
婁
Ω
旨
緊
。
b
H
｝
益
2
§
畠
閑
8
ニ
ヨ
ご
3
8
〔
す

　
》
環
の
々
簿
σ
c
膨
Q
⑦
質
営
昌
ピ
○
σ
昌
O
同
．
　
　
　
　
　
》
3
0
奮
起
。
蓬
密
艶
ゆ
づ

　
　
　
σ
　
　
　
　
　
　
σ

　
著
者
》
」
目
。
崔
猛
毒
氏
ほ
古
代
中
央
亜
細
亜
為
経
て
行
ほ
れ
れ
支
那

羅
馬
間
等
の
絹
貿
易
に
m
聞
す
る
研
究
た
以
て
知
ら
れ
象
史
家
で
あ
る
。
從

っ
て
本
書
ば
、
勿
論
か
の
幹
§
属
。
9
コ
氏
に
依
っ
て
一
九
〇
〇
年
羅
窟

涼
爾
の
労
に
肇
爆
ぜ
ら
れ
六
二
千
年
前
の
古
市
工
具
の
歴
奥
な
、
其
塊
に

獲
綿
刑
ぜ
ら
れ
識
見
霧
恥
の
灘
嵐
物
古
義
書
軸
資
料
　
と
し
て
蓮
べ
た
も
の
で
に
あ

る
が
、
然
し
軍
に
古
代
支
那
の
守
備
市
懸
り
し
縷
薦
の
歴
吏
で
に
な
い
。

謡
う
そ
の
重
黙
ほ
早
く
東
㍗
ル
キ
ス
タ
ン
の
丈
化
単
玉
地
位
、
既
の
塊
を

経
て
行
匡
搾
糞
東
西
交
渉
の
歌
態
等
に
就
い
て
迄
も
深
い
史
的
考
察
な
與

へ
る
に
、
あ
ろ
様
に
翻
慨
え
る
の
で
あ
っ
て
、
本
書
存
…
瀞
談
ず
れ
‘
げ
一
雰
ロ
易
に
、

碧
者
が
Ω
首
2
H
菰
野
＝
三
創
力
9
回
二
葺
疑
。
｝
首
q
巽
珍
語
9
【
毎
9
、
2

P
3
冒
O
囲
）
き
野
な
る
副
題
な
附
し
て
み
る
断
以
も
理
解
し
得
ら
れ
る
O
尤

も
本
書
の
麟
曲
が
元
來
通
俗
一
般
的
に
あ
っ
糞
が
爲
に
、
立
論
上
璽
料
の

（　17・　e）


